
 
 

鳥獣新聞第 3 号 平成 19 年 10 月 25 日発行  

イノシシ対策は捕獲と被害対策 

 現在イノシシの天敵は、ほぼ人間だけとなっています。捕獲を進めなくては、

イノシシはどんどん増えてしまいます。同時に、被害対策も重要です。田畑の

作物を守ることは、イノシシにおいしい餌（＝農作物）をやらないことになり、

イノシシの増加（繁殖）を防ぐことにもつながります。 

 被害対策法のうち、比較的効果がある方法を表にしました。 

 このうち、金網を折り曲げて使う｢忍び返し柵｣については、高い効果が確認

されています。発行者の了解を得て、裏面にパンフレットを転載しました。 

第３号 
ｷﾝﾓｸｾｲの香り 号 

寅やん行きつけの居酒屋｢酔い処｣で。 

惣吉：今日はずいぶんはがいってんじゃねんけ＊？ 

寅次：いちんち（一日）稲刈りしてたんで、疲れたわ。 

惣吉：今年はどうだったい？。 

寅次：まあまあだったんだけっど、山の方の田んぼさシシめに

やられちって、どーにもなんねぇわ。 

惣吉：そりゃひでーわな。 

寅次：来年あすこはやめっかと思ってんだ。 

惣吉：まあ飲むべ。マスター、熱燗もう 1本！。 

＊はがいく：すすむこと。ここでは、調子よく飲んでいること。
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ご意見、ご要望などお待ちしています。 

無断転写、複製、転送、公開、掲示、配布など大歓迎！ 

イノシシ被害防げない？ 

電 気 柵 金 網 柵 ト タ ン 柵 環境管理（草刈など）

内　容
市販の電気柵を購入して設置。
電池式、バッテリー式、ソーラー
電池式などがある。

ワイヤーメッシュ（市販の溶接金
網、1m×2m）利用。支柱はハウ
ス用パイプなどの廃材利用可能

屋根用トタン板を利用。廃材利
用可能。

圃場周囲や耕作放棄地の草刈
や藪の除去。

100mあた
りの費用

30,000円（電池式）程度～
30,000円（支柱に廃材利用）程
度～

20,000円（支柱に廃材利用）程
度～

草刈機の燃料代程度

よいところ
通電していれば効果大
作付けにあわせた移動は、比較
的楽

強度がある
電気柵よりは管理が楽

全て廃材を利用することもでき
る

すぐにでもできる
柵と組み合わせると効果大

めんどう
なところ

漏電しないよう、常に草刈の必
要あり
電圧のチェックも必要

見回りは必要（特に掘り起こしに
注意）
15cm格子のものは、ウリ坊が通
過してしまう

風に弱い
乗り越えられるおそれあり

草の成長に合わせ、繰り返す必
要あり
これだけでは完全には防げない

機材はメーカーにより多様
折り曲げ加工により、効果大
（裏面参照）

トタンの代わりに防風ネットも利
用可能だが、もぐりこみに注意

イノシシの隠れ家の除去にもつ
ながる

個人で各圃場を守るより、集落単位で共同で実施することにより、効率的に行える

その他



 
 

鳥獣新聞第 3 号 平成 19 年 10 月 25 日発行  

 


